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研究内容：
私の卒業研究の内容は「モジュール構造の結合,分離,回転機構の開発及び膜面SSPSの構造検討」です．SSPSは,
「Space Solar Power System」(宇宙太陽光発電システム)とよばれています.これは，宇宙に設置した太陽光パネル
で発電した電力をマイクロ波に変換して地球に伝送するシステムです.SSPSには，以下に示すように，様々な構造が提
案されてきました．私は現在開発が進んでいる，薄膜で折りたたみ可能なフェイズドアレイアンテナを用いてSSPSを実

現したいと考えています．フェイズドアレイアンテナは，電力をマイクロ波に変換する際の効率が高く，送電手法として
有効な手段であると考えています．

SSPSの実現には数平方キロメートルに及ぶ超大型構造が必要です.しかし,ロケットには搭載できる物の大きさや重さに
制約があり,それより大きい物や重い物は搭載できません.そこで,出来るだけ軽く,展開前は小さい状態で,宇宙では大き
く開くような構造物が提案されています.私の研究室では，自己展開構造物について研究を進めております．自己展開

構造物は，アクチュエータを用いて展開する従来の機構と比べて，機構の単純化，構造の軽量化，収納効率の上昇が
見込めるため，上述した課題を解決するための有効な手段であると考えています．また，ロケットからの要求を満たすた
めに，超大型宇宙構造物をいくつかのモジュールに分割し,別々にロケットで打ち上げ,軌道上で結合することが必要不
可欠だと考えています.私は，自己展開構造物を用いた簡単なモジュールを複数組合わせることで，SSPSのような超大
型宇宙構造物を実現したいと考えています．モジュール間の結合は,電磁石を用いて行いたいと考えています.また,発電
面に常に太陽を当てるために,各モジュールが回転して,発電面が太陽方向を向くようにすることも必要であると考えます.
そして，モジュールが寿命を迎えたときは,モジュールを分離し,新しいモジュールと交換することも必要であると考えます.
これらの機能を搭載したモジュールの開発を行い,それを用いてSSPSの設計法を提示していきたいと考えています.研究
の進め方としては,最初に,電磁石が互いに引き合う力を計算したいと考えております.また,実験を行うことで実験値と理
論値の比較を行い,理論式の妥当性を示したいと考えています.次に,ラッチング機構を開発し,各モジュールの結合,分離,
回転を行いたいと考えています.次に,具体的にどのようなフェーズでドッキングを進めていくかを考えます．最後に，展開
解析を行い，宇宙で膜面SSPSが実現可能であることを示したいと考えています．
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